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懐かしい赤瓦のある風景が郷愁を誘う。
石州瓦伝統の赤瓦の誕生には、耐火度の高い良質な陶土の他に
もう一つ、来待という釉薬が欠かせません。約1400万年前に形
成された凝灰質砂岩の来待石から採れる来待釉薬は、耐火度が
極めて高く、丈夫で美しいのが特長です。また、都野津層と来
待石のコラボレーションで生まれた石州瓦の見事な甍景観を残
すのが、2007年世界遺産に登録された石見銀山の鉱山町である
大森地区。耐久性に富む石州瓦によって200年守られてきた景
観であり、山の緑に映える赤褐色の瓦屋根が整然と並ぶ風景は、
美しくもどこか懐かしい気持ちを呼び起こします。
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400年もの間、進化し続けてきた石州瓦。
約400年前、浜田城の瓦からスタートした石州瓦。山間
部は雪深く、海に面した町は日本海の荒波にさらされ、
しばしば台風の通り道になるほど厳しい石見から生まれ
ました。現在でも島根県西部の石見地域で生産され、全
国第2位の生産力を誇る地場の伝統産業の一つに。地産
の代表的な素材として、最も素朴さの残った焼きもので
あることや、個性的な風合いが魅力です。

北前船によって
全国各地へ運ばれた石州瓦
江戸時代中期、河村瑞賢によって開発された西廻り航路、いわゆる「北前船」。春に大阪～瀬戸内海、下関を経て
日本海を北上し、山陰・北陸・東北に入港しながら初夏に蝦夷の松前に至る往路であり、初秋に松前を立った後、
晩秋に大阪へと帰港するという長い航海でした。ただ物資を運ぶだけではなく、立ち寄る各地の港で商いを繰り
返し、一回の航海で巨大な富を生み出したとも伝えられています。石見からは、石州半紙や巨大な水瓶「はんどう」、
そして石州瓦が全国各地へと移出されていました。

出雲大社の真裏に位置し、天然の良港を持つ集落

石見に残る登り窯

石見のはんどう
（水瓶）

石州来待瓦来待石

世界遺産石見銀山のある島根県大田市大森町

益田歴史民俗資料館

瀬戸内屈指の港湾町 玉島
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屋根や外装壁はもちろん、
インテリアまで幅広い利用が可能。
現代においては、瓦は屋根だけではなく、外装材やインテリア
の材料としてもその利用価値が向上しつつあります。汚れにく
く、お掃除しやすいという特性を最大限に活かした瓦は、建物
の内から外をつなぐ床材の一つとして、広く活用されるように
なってきました。ダイナワンでは、「いらか」や「瓦彩釉（カワラ
サイユ）」として、建物の内外に存在感を与えるとともに、唯一
無二の存在を表現。焼きものの温もりと安らぎが伝わる空間を
創り出しています。

「いらか」「瓦彩釉」の生産窯元
木村窯業所

原土処理・土練り
粘土を練るときに熱を加え、芯から水分
をカット。加熱式真空土練機の働きで、
後の行程がスムーズになります。

製造風景から石州瓦の特徴を解説

成形
瓦の形をつくるラインでは、正確な寸法
の瓦が1枚1枚、形作られていきます。

乾燥
成形された瓦は、形に狂いが生じない
よう注意しながら乾燥されます。

施釉
石州瓦の特長は釉薬をかけて焼くこ
と。独自に調合した釉薬は、防水効果
にも定評があります。

焼成
LPガスの使用で焼成温度1200℃以上
の高温を実現。これによってできた
強固なガラス質が、石州瓦独特の強さ
と美しさを守っています。

窯出し
じっくりと焼き上げた後、窯出しへ。
石州瓦の独特でツヤ感ある豊かな表
情に仕上がっています。
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は
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も
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枚
一
枚
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寧
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焼きものらしい温かで
懐かしい風合いの「いらか」

DN-285/IR-1

深い透明感をもつ
釉薬の味わいが特長の

「瓦彩釉（カワラサイユ）」
DN-285/AM-1島根県江津市  K邸

2000年  石州瓦業界で初めて窯変瓦の製造に着手
2004年  石州窯変敷瓦の製造を開始
2007年  「いらか」を商品化
2009年  「瓦彩釉（カワラサイユ）」を商品化

木村窯業所は1931年創業。1979年登り窯から 
トンネル窯に移行し、登り窯の約30倍の大量生産
が可能となり、石州瓦が島根西部の基幹産業に
発展。1991年九州に発生した台風により、多くの
屋根瓦の葺き替えが発生。強風対策を施した
防災瓦を開発し、石州瓦は最盛期を迎える。

歴史ある石州瓦を現代建築にも応用できる優れた素材に。
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PICK UP POTTERY!

伝統を受け継ぎ伝統を守る。
守る事に囚われ過ぎず、受け継いだ伝統で現代を作る。
それぞれの時代に表現する伝統。
そんな思いで日々、作陶する窯元。

技に磨きをかけ続ける工房vol.1

～泰青庵～ 岐阜県土岐市

2016年ダイナワン新商品発表会ノベルティ

JIA主催学生創作茶席コンペ 2016年度協賛品

銀座連合会による「銀茶会」において、JIA主催学生創作茶席コンペで
入選した4チームに贈られる記念品に採用されました。

林 宏泰
陶芸家

Hayashi Hiroyasu

泰青庵

ろくろと手おこしで
成形した白磁に絵付
けをする美濃古染め
焼きを得意とする。


